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海陽町議会だより　vol.78

諸収入
1億474万円

分担金及び
負担金
1624万円

災害復旧事業費
1,422万円

歳 入
97億706

万円

歳 出
92億4497

万円

義務的経費　
26億9830万円
義務的経費　
26億9830万円

投資的経費
14億8711万円

投資的経費
14億8711万円その他経費

50億5956万円
その他経費

50億5956万円

人件費
12億853万円

人件費
12億853万円

扶助費
6億3867万円

扶助費
6億3867万円

公債費
8億5110万円

公債費
8億5110万円

普通建設事業費
14億7289万円
普通建設事業費
14億7289万円

物件費
15億9981万円

物件費
15億9981万円

補助費
16億8881万円

補助費
16億8881万円

積立金
10億3733万円

積立金
10億3733万円

繰出金
7億896万円

繰出金
7億896万円

繰越金
5億1121万円

使用料及び手数料
財産収入
繰入金
寄付金
5億2687万円

地方消費税交付金
2億48万円

地方消費税交付金
2億48万円

自主財源
18億6064万円

自主財源
18億6064万円

依存財源
78億4642万円

依存財源
78億4642万円

町税
7億158万円

町税
7億158万円

地方交付税
44億3920万円

地方交付税
44億3920万円

国・県支出金
11億59万円
国・県支出金
11億59万円

町債
18億4166万円

町債
18億4166万円

地方譲与税・利子割交付金
配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金・環境性能割交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

2億6449万円

地方譲与税・利子割交付金
配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金・環境性能割交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

2億6449万円

維持補修費
2465万円

商工費

3億5988万円
（3.89％）

商業・工業の振興
など。

農林水産業費

4億5921万円
（4.97％）

農業・林業・水産
業の振興など。

衛生費

7億5505万円
（8.17％）

保健衛生、ごみの清
掃、し尿処理など。

民生費

19億8223万円
（21.44％）

社会福祉や生活扶
助など。

総務費

10億5691万円
（11.43％）

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など。

議会費

6759万円
（0.73％）

議会の運営など。
歳出総額

92億4497万円

■■

（※金額はすべて千円以下を四捨五入しています。）

諸支出金

10億3733万円
（11.22％）

寄付金、基金積み
立てなど。

公債費

8億5110万円
（9.21％）

償還（借金返済）
など。

災害復旧費

1422万円
（0.15％）

インフラ、ライフライ
ンなどの復旧。

教育費

8億5174万円
（9.21％）

教育・文化・スポー
ツ施設の充実など。

消防費

10億4953万円
（11.35％）

消防・水防・防災
対策など。

土木費

7億6021万円
（8.22％）

道路・橋の建設、
維持管理など。

92億円はどう使われたのか
防災行政無線システム設備整備事業など

令和6年度
一般会計

130

120
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90
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70

60

50

40

30
Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3

億円

町の借金と貯金の推移

※積立金残高は基金残高合計から定額運用基金（奨学基金 2億円）を除いた額。
R4 R5 R6 年度

地方債残高（借金残高） 積立金残高（貯金残高）

決

算

認

定

令和６年度一般会計、特別会計などの歳入歳出決算認定の議案が提出され、私たちが納めた税金や、国・
県からの補助金がどのように使われたかを慎重に審査した結果、すべて原案のとおり認定しました。

決算認定令和6年度 将来に向けた
財源を確保へ

令和６年度一般会計　歳入・歳出決算の内訳

目的別
歳出
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町の借金と貯金の推移

※積立金残高は基金残高合計から定額運用基金（奨学基金 2億円）を除いた額。
R4 R5 R6 年度

地方債残高（借金残高） 積立金残高（貯金残高）

当
年
度
の
歳
入
総
額
は
、 

97
億
７
０
６
万
円
で 

前
年
度
と
比
べ
て
13
億
９
４ 

４
万
円
の
増
加
。
科
目
別
で
、

増
加
は
「
町
債
」・「
地
方
交

付
税
」・「
繰
入
金
」
等
。
減

少
は
「
国
庫
支
出
金
」・「
諸

収
入
」・「
分
担
金
及
び
負
担

金
」
等
で
あ
る
。

　

普
通
交
付
税
の
増
な
ど
改

善
要
因
が
あ
っ
た
一
方
で
、 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
勤
勉

手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
人
件
費
の

増
、
指
定
管
理
料
の
増
な
ど

に
よ
る
物
件
費
の
増
、
下
水
道

事
業
会
計
及
び
海
南
病
院
事

業
会
計
や
、
海
部
消
防
組
合

等
へ
の
負
担
金
増
に
よ
り
経

常
収
支
比
率
が
89
・
８
％
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
１・９ 

ポ
イ
ン
ト
悪
化
と
な
っ
て
い

る
。

  

今
後
、
健
全
な
財
政
状
況

が
急
激
に
悪
化
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
職
員
全
員
が

危
機
感
を
も
っ
て
一
層
の
財

政
基
盤
強
化
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

会計別決算状況 （単位：万円）
会　計　別 歳　入 歳　出 差　引

一般会計 97億 706 92億4497 4億6209

国民健康保険特別会計 15億 35 14億3119 6916

後期高齢者医療特別会計 2億1865 2億1244 621

介護保険特別会計 16億2563 15億7494 5069

鉄道経営安定基金特別会計 1億 380 1億 380 0

宍喰診療所事業会計 8742 7603 1139

基金残高一覧表

普
通
会
計
　
　
　
　
　

財政調整基金 41億4083万円

減債基金 19億4436万円

特定施設振興整備基金 4億 132万円

鉄道経営安定基金 1億5969万円

地域福祉基金 2億7401万円

子どもあゆみ基金 9億6649万円
千年のいのちを守る
まちづくり基金 15億6046万円

公共施設整備保全基金 7億 23万円

未来まちづくり基金 7億6650万円

その他基金 3億2560万円
その他の主な基金
・ふるさとづくり寄附基金 1億4820万円
・観光施設等基盤整備基金 2066万円
・温泉整備開発基金 5192万円
・森林･林業活性化基金 6200万円

特
別
会
計

国民健康保険
財政調整基金 1億7703万円

国民健康保険宍喰診療所
財政調整基金 2億 109万円

その他基金 1億5871万円

定額運
用基金 奨学金基金 2億 円

合　　　　計 119億7632万円

決

算

認

定

監
査
意
見

未来まちづくり基金
　海陽町の地域振興及び町民の一体感の醸成を図るために行うまちづくり事業
に活用していきます。
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決

算

認

定

決
算
額
の
推
移
を
み
る
と
、
動
力
費
、
修
繕
費
が
増
加

し
て
お
り
、
今
後
、
経
営
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
く

る
の
は
明
白
で
あ
り
、
コ
ス
ト
意
識
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

で
き
る
限
り
費
用
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

防
災
面
か
ら
見
る

と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
等
に
備
え
た
水
道

管
の
耐
震
化
な
ど
更
な

る
施
策
が
必
要
で
あ

り
、
地
震
・
津
波
対
策

を
引
続
き
計
画
的
に
講

じ
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。
将
来
的
に
給
水
人

口
が
減
少
す
る
中
、
今

後
、
更
に
財
政
の
健
全

化
が
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
り
、
水

道
事
業
の
運
営
が
適
正

か
つ
公
平
、
健
全
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
８
処
理
区
の
会
計
統
合
を

行
い
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
て
い
る
が
、
繰
入
金
に

つ
い
て
は
受
益
と
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
慎
重
に
取
り

扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

独
立
採
算
制
を
基
本

と
す
る
公
営
企
業
会
計

に
つ
い
て
は
、
収
支
を

し
っ
か
り
把
握
し
た
決

算
見
込
を
行
っ
た
上
で

精
査
す
る
必
要
が
あ

る
。

  

今
後
、
処
理
区
域
内

の
人
口
減
少
に
伴
う
使

用
料
収
入
の
減
少
が
危

惧
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

処
理
場
や
管
渠
等
の
老

朽
化
に
伴
う
更
新
費
用

の
増
加
に
よ
り
、
よ
り

厳
し
い
経
営
状
況
に
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計

令
和
６
年
度
下
水
道
事
業
会
計

令
和
６
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計

事
業
収
益　
１
億
９
６
２
６
万
円

（+
４
万
円 

対
前
年
）

事
業
費
用　
１
億	

８
３
８
３
万
円	

（+

３
６
７
万
円 
対
前
年
）

純
利
益　
　
　
　

	

１
２
４
３
万
円

事
業
収
益　
３
億
６
０
４
２
万
円

事
業
費
用　
２
億	

９
０
２
０
万
円	

純
利
益　
　
　
　

	

７
０
２
２
万
円

事
業
収
益　
６
億
１
２
０
３
万
円

（+

１
億

１
４
１
万
円 

対
前
年
）

事
業
費
用　
６
億	

６
７
０
５
万
円	

（+

７
７
９
２
万
円 

対
前
年
）

純
損
失　
　
　
　
５
５
０
２
万
円

地
震
等
に
備
え
た
水
道
管
の

耐
震
化
と
財
政
の
健
全
化
を
！

繰
入
金
に
つ
い
て
は

慎
重
な
取
り
扱
い
を
！

医
師
等
の
確
保
に
よ
る
体
制
強
化
と

採
算
性
の
向
上
や
経
費
削
減
を
！

遠隔監視システム整備工事（松本水源地）

宍喰浄化センター

國永医師による勉強会

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
昨
年
度
よ
り
２
７
６
４ 

万
円
増
加
し
て
い
る
。
事
業
損
益
は
５
５
０
２
万
円

の
赤
字
で
、
前
年
よ
り
２
３
５
０
万
円
減
少
し
て
い
る
。

  　
海
南
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
経
営
強
化
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
収
益
改
善
は
直
ち
に
見
込

め
な
い
現
状
で
あ
る
。

  

引
き
続
き
医
師
等
の
確
保
に
よ
る
体
制
強
化
、
医
療
の
質

や
各
種
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
採

算
性
の
向
上
や
経
費
削
減
な

ど
幅
広
い
改
善
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

　

公
立
病
院
の
経
営
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

町
か
ら
多
額
の
繰
入
金
を
受

け
て
い
る
状
況
を
認
識
し
、

公
立
病
院
の
役
割
・
使
命
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、

信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
病

院
で
あ
る
よ
う
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。
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議
案
審
議
の
ま
と
め

第
3
回
定
例
会

　

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
開
会
、
町
長

よ
り
13
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認
し
、
９
月
12
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

認
定
・
承
認
関
係

・
決
算
認
定
に
つ
い
て（
Ｐ
２
・
３
・
４
参
照
）

・
令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
下
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

人権擁護委員候補者の推薦

※任期満了及び退任に伴う候補者の推薦を
適任と認めました。

※任期は令和８年１月１日から３年間

条
例
関
係

・
海
陽
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
海
陽
町
公
共
下
水
道
事
業
減
債
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

契
約
関
係

・
高
校
生
の
居
場
所
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）�

３
億
８
５
１
４
万
円
⬅

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

事
業
勘
定 

９
１
６
万
円
⬅�

施
設
勘
定 

３
２
２
万
円
⬅

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
） 

�

２
２
４
万
円
⬅

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）�３
５
４
８
万
円
⬅

歳　入 ９月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億1,669万4千円 5.8 
地 方 譲 与 税 0 1億8,110万円 1.7 
利 子 割 交 付 金 0 50万円 0.0 
配 当 割 交 付 金 0 630万円 0.1 
株式等譲渡所得割交付金 0 990万円 0.1 
法 人 事 業 税 交 付 金 0 1,300万円 0.1 
地 方 消 費 税 交 付 金 0 1億7,060万円 1.6 
環 境 性 能 割 交 付 金 0 570万円 0.1 
地 方 特 例 交 付 金 0 100万円 0.0 
地 方 交 付 税 0 39億2,121万5千円 37.0 
交通安全対策特別交付金 0 30万円 0.0 
分 担 金・ 負 担 金 305万8千円 1,431万円8千円 0.1 
使 用 料・ 手 数 料 0 7,515万3千円 0.7 
国 庫 支 出 金 1億3,149万3千円 5億9,883万4千円 5.6 
県 支 出 金 215万9千円 4億9,469万2千円 4.7 
財 産 収 入 660万8千円 5,269万4千円 0.5 
寄 附 金 0 1億6,040万円 1.5 
繰 入 金 1,452万円 13億638万5千円 12.3 
繰 越 金 △2,511万6千円 2億488万4千円 1.9 
諸 収 入 641万8千円 1億672万1千円 1.0 
町 債 2億4,600万円 26億6,910万円 25.2 
合 計 3億8,514万円 106億949万円 100.0 

9月補正予算後の歳入歳出予算

歳　出 ９月補正 補正後 構成比率
議 会 費 0 7,075万円 0.7 
総 務 費 4,199万7千円 13億2,351万2千円 12.5 
民 生 費 2,638万6千円 19億2,239万9千円 18.1 
衛 生 費 184万8千円 9億1,820万2千円 8.7 
農 林 水 産 業 費 1,096万3千円 4億9,174万4千円 4.6 
商 工 費 3,755万1千円 4億1,625万9千円 3.9 
土 木 費 1億8,750万円 8億6,253万4千円 8.1 
消 防 費 3,292万8千円 18億5,314万9千円 17.5 
教 育 費 4,596万7千円 11億3,538万8千円 10.7 
災 害 復 旧 費 0 2,395万円 0.2 
公 債 費 0 8億1,169万8千円 7.7 
諸 支 出 金 0 7億6,925万円 7.3 
予 備 費 0 1,065万5千円 0.1 
合 計 3億8,514万円 106億949万円 100.0 

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
支 

４
０
０
万
円
⇨　

資
本
的
収
支 

４
０
０
万
円
⬅

・
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

�

資
本
的
収
支 

１
８
５
万
円
⬅

許
可
関
係

・
叶
岡
議
員
の
議
員
辞
職
の
件　
　

許
可
。

要
望
書
等

・「
徳
島
県
平
和
の
日
」の
条
例
制
定
を
求
め
る
意
見
書

�

審
議
の
結
果
、採
択
。

𠮷
よし

田
だ

  由
ゆ

美
み

 氏
（新　任）

由
ゆ

木
き

 和
かず

幾
き

 氏
（再　任）
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減
債
積
立
金
に
７
０
２
３ 

万
円
を
積
み
立
て
る
。

◯　

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億 

８
５
１
４
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
０
６
億
９
４
９
万

円
と
す
る
。

歳
入
予
算

　

国
庫
支
出
金
の
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
４
５
１
８
万
円

は
、
生
活
応
援
商
品
券
事
業

の
追
加
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
７
８
５
１
万
円
は
、
玉
笠

橋
他
２
橋
の
橋
梁
修
繕
事
業

の
追
加
。

歳
出
予
算

総
務
費

・
海
陽
町
ふ
る
さ
と
創
造
戦

略
補
助
金�

［
１
０
０
万
円
］

　
　
　
　
　

事
業
の
内
容
は
。

　
　

町
の
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
事
業
に
対
す
る
補
助
金
。

　

当
初
２
件
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、
現
在
３
件
の
申
請
が

あ
り
追
加
計
上
す
る
も
の
。

農
業
費

・
と
く
し
ま
農
山
漁
村
未
来

投
資
事
業
補
助
金

�

［
３
０
１
万
円
］

円
。
活
用
は
、
課
題
と
な
っ

て
い
る
庁
舎
の
移
転
、
旧
町

の
一
体
化
事
業
等
。

◯　

令
和
６
年
度
下
水
道
事

業
会
計
決
算

　
　
　
　
　

宍
喰
公
共
下
水

道
の
現
在
の
進
捗
率
は
。
完

成
は
い
つ
頃
な
の
か
。

　
　

ポ
ン
プ
が
１
基
未
設
置

で
、
令
和
８
年
度
に
は
完
了

す
る
予
定
。

　

で
き
れ
ば
令
和
10
年
度
ま

で
に
は
、
日
比
原
農
集
と
の

統
合
を
し
た
い
。

 

○　

令
和
６
年
度
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

処
分
に
つ
い
て

　

減
債
積
立
金
に
３
０
０
０ 

万
円
を
積
み
立
て
る
。

○　

令
和
６
年
度
海
陽
町
下

水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

委

員

長

報

告

　

９
月
９
日
開
会
。
当
委
員

会
が
所
管
す
る
提
出
議
案
に

つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

◯　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

決
算

　

歳
入
決
算
額
は
97
億
７
０ 

６
万
円
、
歳
出
決
算
額
は

92
億
４
４
９
７
万
円
、
経
常

収
支
比
率
は
89
・
８
％
、
健

全
化
判
断
比
率
、
公
営
企
業

に
お
け
る
資
金
不
足
比
率

は
、
健
全
な
水
準
。

　
　
　
　
　

新
た
な
未
来
ま

ち
づ
く
り
基
金
の
今
後
の
積

み
増
し
は
。
ま
た
、
そ
の
活

用
は
。

　
　

合
併
特
例
債
を
活
用
、

令
和
７
年
度
ま
で
の
発
行
な

の
で
上
限
い
っ
ぱ
い
ま
で
積

み
立
て
を
し
た
い
。
約
15
億

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

富
田　
　

寛

　

海
陽
町
議
会
で
は
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
の
２

常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
か
ら
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
活
発
に
審
議
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
か
ら
要
旨
を
抜
粋
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
農
家
３
件
の
機

械
購
入
補
助
金
。

水
産
業
費

・
廃
船
処
理
費
用
補
助
金

�

［
40
万
円
］

・
漁
港
管
理
施
設
修
繕
工
事

費�

［
３
３
０
万
円
］

　

竹
ヶ
島
陸
こ
う
門
扉
修
繕
。

商
工
費

・
特
産
品
開
発
事
業
補
助
金

�

［
２
５
０
万
円
］

・
観
光
施
設
修
繕
工
事
費

�

［
１
５
６
０
万
円
］

　
　
　
　
　

今
ま
で
に
ブ
ル 

ー
マ
リ
ン
の
修
繕
費
は
ど
の

ぐ
ら
い
か
。

　
　

昨
年
度
は
１
２
９
６
万

円
で
、
今
年
度
は
６
月
実
施

分
が
２
９
９
万
８
千
円
。

土
木
費

・
大
里
馬
谷
地
区
排
水
路
整

備
事
業
委
託
料

�

［
１
２
０
万
円
］

・
橋
梁
修
繕
工
事
請
負
費　

�

［
１
億
４
８
０
０
万
円
］

　

玉
笠
橋
、
不
動
橋
、
船
津

橋
の
３
橋
分
。

・
久
保
川
護
岸
工
事
設
計
委

託�
［
６
５
０
万
円
］

消
防
費

・
防
災
行
政
無
線
更
新
工
事

費�

［
２
２
５
５
万
円
］

　

マ
ス
ト
の
移
動
、
岩
盤
掘

削
費
な
ど
の
追
加
。

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

決
算
認
定

承
認
関
係

予
算
関
係

答

答

答

答

修繕予定の竹ヶ島陸こう門扉

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、
左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し
て
い
ま
す
。
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主

な

事

業

心地よく過ごせる休息の場として

ナイター設備　：　４基設置

平 時の利用促進を図るとともに、災
害時に夜間使用ができるよう、照

明設備を新設します。

竹 ヶ島ポケットパークのあずまやは、鉄筋コンクリート造で建築されていたが、経年劣化により
危険となり撤去した。その跡地に、あずまやを新設します。

竹ヶ島あずまや更新事業 1050万円
（設計委託料を含む）

希望あふれる未来へ！

幅 広い世代が参加して海陽町を未来につなぐと
ともに、合併２０周年を満喫できる行事を開

催します。

　開催日　：　令和８年３月２９日（日）
　場　所　：　まぜのおかオートキャンプ場
　内　容　：　発表
　　　　　　　「未来の海陽町への作文・手紙」
　　　　　　　表彰
　　　　　　　「ふるさと写真コンテスト」
　　　　　　　「新キャッチフレーズ」
　　　　　　　出店ブース
　　　　　　　各種展示、住民参加型体験イベント

など。

合併20周年記念事業
557万円

夜間も災害時も
安全に！
蛇王運動公園
野球場照明設備
新設工事
設計委託料

建て替え予定地経年劣化したあずまや

2140万円
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９
月
８
日
開
会
。
当
委
員

会
が
所
管
す
る
提
出
議
案
に

つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

◯　

令
和
６
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
事
業
勘
定

は
、
歳
入
15
億
35
万
円
、
歳

出
14
億
３
１
１
９
万
円
、
差

引
額
６
９
１
６
万
円
。

　
　
　
　
　

世
帯
数
の
減
、

人
口
減
で
歳
入
が
減
り
、
歳

出
は
増
加
し
て
い
る
が
、
今

後
の
対
応
は
。

　
　

療
養
給
付
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
下
市
町
村
で
負
担

金
と
し
て
計
算
す
る
な
ど
、

広
域
化
に
向
け
て
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

施
設
勘
定
は
、
歳
入
８
７ 

４
３
万
円
、
歳
出
７
６
０
３ 

万
円
、
差
引
額
１
１
４
０
万

円
。
延
べ
患
者
数
８
９
６
９

人
、
前
年
度
比
５
９
９
人
の

減
、
基
金
残
高
は
２
億
１
０ 

９
万
円
。

　
　
　
　
　

人
件
費
が
増
え

る
中
で
、
宍
喰
診
療
所
事
務

・
分
館
修
繕
費
補
助
金

�

［
２
５
０
万
円
］

　

熟
田
分
館
へ
の
補
助
。

・
文
化
振
興
費

�

［
74
万
円
］

　

海
陽
町
合
併
20
周
年
記
念

の
宝
く
じ
文
化
公
演
に
係
る

費
用
。

り
増
減
す
る
の
で
、
延
べ
52

人
分
を
見
込
ん
で
い
る
。

教
育
費

・
公
民
館
費
備
品
購
入
費

�

［
１
２
０
万
円
］

　

宍
喰
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
が
経
年

劣
化
し
て
い
る
た
め
の
更
新

費
用
。

職
員
が
４
人
も
必
要
か
。

　
　

レ
セ
プ
ト
や
窓
口
対
応

に
、
常
勤
１
人
、
再
任
用
職

員
１
人
・
会
計
年
度
職
員
２

人
で
週
何
日
か
の
勤
務
者
も

い
る
。
休
ん
だ
と
き
の
対
応

等
で
必
要
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、
歳
入
２
億
１
８
６ 

５
万
円
、
歳
出
２
億
１
２
４ 

４
万
円
、
差
引
額
６
２
１
万

円
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、 

歳
入
16
億
２
５
６
３
万
円
、 

歳
出
15
億
７
４
９
４
万
円
、 

差
引
額
５
０
６
９
万
円
、
基

金
残
高
は
、
１
億
５
８
７
１ 

万
円
。

　

海
南
病
院
事
業
会
計
は
、 

収
益
総
額
６
億
１
２
０
３
万

円
、
費
用
総
額
６
億
６
７
０ 

５
万
円
、
純
損
失
は
、
５
５ 

０
２
万
円
。
入
院
患
者
数
は

８
３
０
１
人
で
前
年
度
比

１
８
５
０
人
増
、
外
来
患
者

数
は
１
万
３
９
５
１
人
で
前

年
度
比
３
９
７
人
増
、
病
床

利
用
率
は
50
・
５
％
、
昨
年

度
よ
り
11
・
３
％
増
。

　
　
　
　
　

患
者
数
は
確
か

に
増
え
て
は
い
る
が
、
今
後
、

人
口
減
に
よ
り
患
者
数
は
減

る
。
一
般
財
源
の
繰
り
入
れ

を
ど
れ
だ
け
抑
え
ら
れ
る
か
、

患
者
数
を
増
や
す
戦
略
は
あ

る
の
か
。

　
　

患
者
数
は
減
る
が
、
開

業
医
も
減
る
可
能
性
が
あ
り
、

ニ
ー
ズ
は
増
え
る
と
考
え
る
。

今
後
、
医
師
確
保
の
基
盤
を

作
り
た
い
。

　
　
　
　
　

入
院
は
増
え
て

い
る
が
外
来
は
減
っ
て
い
る

要
因
は
。

　
　

非
常
勤
の
先
生
が
多
く
、

固
定
の
患
者
が
少
な
い
。

◯　

高
校
生
の
居
場
所
新
築

工
事
請
負
契
約

　
　
　
　
　

14
社
指
名
、
６

社
辞
退
、
２
社
不
着
と
い
う

こ
と
だ
が
、
辞
退
が
常
態
化

し
て
い
る
の
で
は
。
辞
退
の

理
由
は
何
か
。
適
正
に
審
査

し
て
い
る
の
か
。

　
　

最
近
の
動
向
を
み
る
と

案
件
に
よ
っ
て
は
辞
退
が
多

い
こ
と
も
あ
る
。
理
由
は
現

場
技
術
者
の
配
置
が
で
き
な

い
等
。
本
町
の
指
名
審
査
は

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

県
で
共
同
受
付
に
て
提
出
さ

れ
た
も
の
を
基
に
審
査
し
て

お
り
、
今
後
も
適
切
に
入
札

を
執
行
し
て
い
く
。

◯　

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億 

８
５
１
４
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
０
６
億
９
４
９
万

円
と
す
る
。

歳
入
予
算

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

�

［
７
０
０
万
円
］

・
ご
み
処
理
施
設
事
業
債

�

［
１
４
１
０
万
円
］

・
高
校
生
の
居
場
所
施
設
整

備
事
業
債�

［
２
２
０
万
円
］

歳
出
予
算

総
務
費

・
海
部
庁
舎
施
設
改
修
工
事

費�

［
２
６
６
４
万
円
］

民
生
費

・
か
い
よ
う
保
育
所
遊
具
新

設
事
業�

［
１
８
１
万
円
］

・
在
宅
育
児
応
援
事
業
補
助

金�

［
52
万
円
］

　
　
　
　
　

対
象
者
が
14
人

で
、
52
万
円
の
内
訳
は
。

　
　

９
月
現
在
の
対
象
者
は

５
人
、
月
齢
の
到
達
や
保
育

所
入
所
申
し
込
み
な
ど
に
よ

委
員
長　

長
江　

範
裕

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

答

答

答答答

答

答

委

員

長

報

告

決
算
認
定

予
算
関
係

契
約
関
係

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、
左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し
て
い
ま
す
。 撤去前のジャングルジム（かいよう保育所）
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主

な

事

業

公共施設の照明器具・ＬＥＤ化事業
２ ０２７年末までに段階的に蛍光灯の製造と輸出入が廃止され

ることに伴い、管理施設の照明を LED 照明へ交換する工事
を実施します。

海部庁舎　　　５４６個
　　　　　２７１４万円

宍喰保育所　　　６１個
　　　　　　６３９万円

幼保統合施設　３２８個
　　　　　２１７０万円

宍喰診療所　　　５８個
　　　　　　３２２万円

海南文化館　　５５３個
　　　　　２８５０万円

省エネ・環境負荷への低減

8695万円

現在の海部庁舎ロビー

子育て家庭を支援するために
在宅育児応援事業

９ 月から０歳～２歳児の保育料
が無償化される。

　生後１１カ月から３歳になるまで
の保育所に入所していないお子さん
の育児を在宅でされている方を対象
に、子ども１人当たり月１万円を支
給します。

52万円

子育てサークル「ひよこクラブ」の様子

多様な学びの場を提供！

学 校に行きにくい子どもたちを対象に、従来の
学び方にこだわらず、安心して学ぶことがで

きる居場所を宍喰小学校に開設します。

開設日　：　１０月１４日（火）から
日　時　：　火曜日から金曜日の４日間
　　　　　　午前８時～１２時３０分まで

教育支援センター整備事業 98万円
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海陽町・東洋町議会との意見交換会　会場：海陽町役場（令和７年８月19日）

徳島県市町村議会議員研修会
会場：ＪＲホテルクレメント徳島

（令和７年８月８日）

令和７年度四国四県町村長・議長大会
会場：ザ クラウンパレス新阪急高知

（令和７年９月25日）

海部郡町村議会議員研修会
会場：美波町コミュニティホール

（令和７年７月25日）

全国町村議会広報研修会
会場：LINE CUBE SHIBUYA（東京）

（令和７年８月28日）

議

会

の

う

ご

き
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23
日　

阿
佐
東
線
連
絡
協
議
会
総
会

25
日　

海
部
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
美
波
町
）

29
日　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
研
修
会

30
日　

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
徳
島
市
）

５
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

連
盟
夏
期
中
央
要
望
（
東
京
都
）

６
日　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
全
員
協
議
会
及

び
定
例
会
（
徳
島
市
）

８
日　

徳
島
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
徳
島
市
）

19
日　

海
陽
町
・
東
洋
町
と
の
意
見
交
換
会

21
日　

四
国
新
幹
線
整
備
促
進
期
成
会
東
京
大
会
（
東
京
都
）

22
日　

徳
島
南
部
・
阿
南
安
芸
・
徳
島
自
動
車
道
等
整
備
促

進
決
起
大
会
及
び
要
望
活
動
（
東
京
都
）

25
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

連
盟
総
会
＆
大
会
（
高
知
県
安
芸
市
）

27
日　

議
員
懇
談
会

28
日　

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会
（
東
京
都
）

31
日　

那
賀
町
町
制
20
周
年
記
念
式
典
（
那
賀
町
）

１
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

８
日　

第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会

９
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

11
日　

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

12
日　

第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

12
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

15
日　

海
陽
町
敬
老
会

25
日　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
（
高
知
市
）

９　
月

８　
月

４
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

８
日　

一
部
事
務
組
合
議
会
（
牟
岐
町
）

14
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南

部
連
盟 

四
国
地
方
整
備
局
要
望（
香
川
県
高
松
市
）

15
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

19
日　

大
砂
海
水
浴
場
海
開
き
神
事

20
日　

無
火
災
祈
願
式

議
会
の
う
ご
き
　

７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

７　
月

徳島南部・阿南安芸・徳島自動車道等
整備促進決起大会及び要望活動

（令和７年８月22日）

ペーパーレス（タブレット）研修会
（令和７年７月29日）

四国８の字ネットワーク整備促進
四国東南部連盟夏期中央要望

（令和７年８月５日）

議

会

の

う

ご

き

中西参議院議員へ要望 東京：イイノホール＆カンファレスセンターにて

９月議会よりタブレットが導入されました。
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令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
見
吉
議
員 

　

両
施
設
に
つ
い
て
ラ
ン

チ
営
業
を
停
止
し
て
い
る

理
由
は
。

　

ま
た
、
い
つ
か
ら
停
止
し
て
い
る
の
か
。

 
戎
谷
観
光
交
流
課
長 

　

７
月
１
日
よ
り
遊
遊
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
で
は
、
ラ
ン

チ
営
業
を
休
止
、
リ
ビ
エ
ラ
し
し
く
い
で
は
、

土
日
祝
日
の
み
の
営
業
に
変
更
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
事
前
に
予
約
の
あ
る
場
合
は
、

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
盆
の
時
期
と
か

利
用
が
多
く
見
込
ま
れ
る
日
に
つ
い
て
は
、

営
業
す
る
場
合
も
あ
り
、
ホ
テ
ル
の
サ
イ
ト

等
で
公
表
し
な
が
ら
営
業
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 

三
浦
町
長 

　

平
日
の
ラ
ン
チ
営
業
の
人
件
費
が
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
た
め
の
対
応
策
。

　
　
　
　
　
　
　
長
岡
議
員 

　

年
間
に
何
件
ぐ
ら
い
申
請

が
あ
り
、
実
績
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

乃
一
産
業
振
興
課
長 

　

７
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
７
月
末
で
９
件
、

交
付
決
定
額
が
８
３
０
万
円
。
そ
れ
に
加
え
て

相
談
が
３
件
あ
る
た
め
。

　

リ
ビ
エ
ラ
、
遊
遊
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
修
繕
工
事
請
負
費

〔
１
２
６
０
万
円
〕

　

空
き
家
改
修
支
援
事
業
補
助
金

�

〔
５
０
０
万
円
〕

2
．

Ｑ

３
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
小
山
議
員 

　

船
の
耐
用
年
数
は
大
幅

に
経
過
し
て
い
る
。
い
つ

ま
で
も
修
繕
を
繰
り
返
す

こ
と
な
く
、
先
進
地
の
情
報
収
集
や
調
査
を

し
な
が
ら
、
早
期
に
新
し
い
海
中
観
光
船
の

更
新
を
計
画
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

三
浦
町
長 

　

老
朽
化
が
著
し
い
の
で
、
今
後
、
新
船

を
つ
く
る
際
に
は
、
最
新
の
技
術
等
も
開

発
さ
れ
て
い
る
の
で
、
視
察
等
も
繰
り
返

し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
計
画
を

立
て
た
い
。

　

ブ
ル
ー
マ
リ
ン
の

修
繕
工
事
請
負
費

�

〔
３
０
０
万
円
〕

1
．

Ｑ

議

案

審

議

　
　
　
　
　
　
　
戸
田
議
員 

　

設
置
目
的
と
、
業
務
内
容

の
説
明
を
。

 

森
﨑
教
育
次
長 

　

家
庭
や
学
校
以
外
の
安
心
で
き
る
居
場
所
を

提
供
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
向
け
て
生

き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

主
に
不
登
校
、
登
校
し
ぶ
り
の
課
題
を
抱
え
る

全
学
年
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
宍
喰
小

学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
対
応
し
た
い
。

４
．

Ｑ
　

小
学
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

�

〔
98
万
円
〕
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13

令
和
７
年
度

海
南
病
院
事
業
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
木
内
議
員 

　

関
連
し
て
、

総
合
診
察
医
が

入
っ
て
、
月
曜
日
に
患
者
が
集
中

し
て
い
る
。
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
休

む
と
、
診
察
に
支
障
を
き
た
す
。

対
応
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

 

川
野
海
南
病
院
事
務
長 

　

ス
タ
ッ
フ
が
月
曜
日
に
休
ん
だ

と
き
は
、
放
射
線
技
師
は
１
名
で

あ
る
が
、
他
の
職
種
は
２
名
以
上

い
る
の
で
、
支
障
を
き
た
さ
な
い

よ
う
に
や
っ
て
い
る
。

　

海
南
病
院
事
業

会
計
繰
出
金

�

〔
２
万
円
〕

７
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　 

佐
川
議
員 

　

９
月
16
日
か
ら
指
定
券
を
発
売
開
始
と

い
う
こ
と
だ
が
、
何
席
を
予
定
し
て
、
殺

到
し
た
場
合
は
ど
う
対
応
を
す
る
の
か
。

 

池
田
地
域
つ
な
が
り
課
長 

　

９
月
16
日
火
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
開

始
、
３
８
１
席
を
予
定
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
文
化
館
正
面
玄
関
で
は
な
く
、
西
側
の
回

廊
に
続
く
入
口
の
と
こ
ろ
を
待
機
場
所
と
し
、
椅
子
を
並
べ

て
対
応
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
当
日
朝
の
状
況
等

を
確
認
し
て
、
整
理
券
を
配
布
す
る
。

　
　
　
　
　
　 

高
畠
議
員 

　

今
回
の
公
演
は
町
が
打
診
し
た
の
か
。

 

地
域
つ
な
が
り
課
長 

　

開
催
要
件
で
は
、
県
内
２
会
場
で
同
一
公
演
を
２
日
連
続

で
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
公
演
に
つ
い
て
は
、
小
松

島
市
か
ら
本
町
へ
の
共
催
依
頼
を
受
け
申
請
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

宝
く
じ
文
化
公
演
事
業�

〔
74
万
円
〕

５
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　 

長
江
議
員 

　

３
件
分
と
い
う
こ

と
だ
が
、
具
体
的
に

ど
う
い
う
も
の
を
特

産
品
と
し
て
開
発
す
る
の
か
。

 

乃
一
産
業
振
興
課
長 

　

当
初
の
申
請
を
含
め
て
４
件
申
請

が
出
る
見
込
み
。

　

そ
の
う
ち
２
件
に
つ
い
て
は
、
農

産
物
を
利
用
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
、
ス
ム
ー
ジ
ー
、

プ
リ
ン
な
ど
の
開
発
。

　

３
件
目
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
用

し
た
保
存
が
利
く
出
世
芋
の
菓
子
開

発
。

　

４
件
目
は
、
町
内
産
の
柑
橘
類
を

使
用
し
た
ド
リ
ン
ク
、
シ
ロ
ッ
プ
の

開
発
。
贈
答
用
に
使
用
す
る
ス
イ
ー

ツ
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
マ
カ
ロ
ン
等

の
開
発
。

議

案

審

議

　

特
産
品
の
開
発
事
業

補
助
金�

〔
２
５
０
万
円
〕

６
．

Ｑ
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町

長

行

政

報

告

　

医
師
確
保
に
つ
い
て
進
展

が
あ
り
、
27
歳
の
総
合
診
療

科
医
師
が
９
月
１
日
か
ら
、

週
４
日
勤
務
と
な
る
。
海
南

病
院
を
充
実
さ
せ
、
住
み
慣

れ
た
海
陽
町
で
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

海
南
病
院
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
研
修
医
や
学
生
の
受

け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
医
療

従
事
者
が
病
院
見
学
に
来
て

い
る
。

　

今
後
は
、
合
併
当
時
か
ら

の
目
標
で
あ
っ
た
「
海
南
病

院
を
核
と
し
た
包
括
医
療
体

制
の
確
立
」
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
、
さ
ら
に
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

物
価
高
騰
に
伴
い
、
７
月

19
日
か
ら
一
人
当
た
り
６
０ 

０
０
円
分
の
商
品
券
を
各
家

庭
に
配
布
し
た
。
使
用
期
間

は
８
月
10
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

海
南
図
書
館
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
試
行
的
に

「
デ
ジ
タ
ル
え
ほ
ん
室
」
を

毎
週
金
曜
日
の
午
後
２
時
半

か
ら
午
後
５
時
半
ま
で
２
階

の
和
室
で
開
設
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　

昨
年
か
ら
海
部
高
校
生
に

お
願
い
を
し
、
高
齢
者
ス
マ

ホ
教
室
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　

海
部
野
根
道
路
の
要
望
活

動
を
、
７
月
14
日
、
８
月
５
日 

・６
日
、
８
月
22
日
に
行
っ
た
。

　

よ
い
感
触
が
得
ら
れ
て
い

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面

か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
汗
を
か
い
て
い
く
。

町
長
　
三
浦
　
茂
貴

　

宍
喰
西
北
地
区
の
津
波
避

難
タ
ワ
ー
は
、
９
月
に
住
民

説
明
会
を
開
催
し
、そ
の
後
、

詳
細
設
計
に
進
ん
で
い
く
。

建
設
工
事
は
来
年
の
９
月
着

工
予
定
。

　

９
月
４
日
に
大
規
模
災
害

を
想
定
し
た
関
係
機
関
及
び

職
員
に
よ
る
図
上
訓
練
を
実

施
し
た
。
本
番
さ
な
が
ら
の

訓
練
で
、
今
後
も
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
訓
練
を

行
っ
て
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
８
月
末
現
在
で
、
合
計

６
６
５
２
万
１
千
円
の
寄
附

金
が
あ
っ
た
。
昨
年
度
の

同
時
期
と
比
べ
て
伸
び
率

１
７
５
・５
％
。

　

合
併
か
ら
来
年
の
３
月
31

日
で
丸
20
年
と
な
る
。
幅
広

い
世
代
が
楽
し
め
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
来
年
の
３
月
29

日
に
、
ま
ぜ
の
お
か
で
計
画

し
て
い
る
。

を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

９
月
か
ら
、
地
域
活
性
化

起
業
人
制
度
で
派
遣
の
先
生

を
中
心
に
、
こ
ど
も
園
と
海

陽
中
学
校
で
英
語
教
育
を
実

施
し
て
い
る
。

　

就
学
前
か
ら
中
学
校
ま
で

切
れ
目
の
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
を
行
っ
て
い
く
。

　

９
月
か
ら
０
歳
か
ら
２
歳

児
ま
で
の
保
育
料
が
無
償
化

に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
保
育

所
に
通
っ
て
い
な
い
生
後
11

カ
月
か
ら
３
歳
に
な
る
ま
で

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
へ
、

応
援
金
を
支
給
す
る
。

　

７
月
か
ら
海
部
病
院
で
の

分
娩
が
休
止
さ
れ
た
。
現
行

あ
っ
た
通
院
費
に
か
か
る
助

成
額
を
、
32
週
目
か
ら
２
千

円
増
額
す
る
。

　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
紙
の
母
子
手
帳
と
併

用
で
き
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
母
子
モ
」
を
導
入
し
、
11

月
１
日
よ
り
配
信
し
て
い

く
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
、

慶
応
義
塾
大
学
か
ら
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
を

し
、
小
学
生
の
児
童
が
生
成

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
、
町
を
紹

介
し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を

作
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

将
来
、
Ａ
Ｉ
に
使
わ
れ
る
の

で
は
な
く
当
た
り
前
に
Ａ
Ｉ

は
ぐ
く
む
ま
ち
の
実
現

に
ぎ
わ
う
ま
ち
の
実
現

海南病院まつり（令和６年度）

「
海
南
病
院
を
核
と
し
た

包
括
医
療
体
制
の
確
立
」

住
み
良
い
ま
ち
の
実
現
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附
額
の
５
割
以
下
に
抑
え
る

必
要
が
あ
る
。
少
額
寄
附
で

は
、
固
定
的
な
経
費
が
高
く

な
る
た
め
、
現
時
点
で
は
難

し
い
と
考
え
る
。
経
費
の
適

正
管
理
が
可
能
な
仕
組
み

や
、
経
費
の
割
合
が
抑
え
ら

れ
る
デ
ジ
タ
ル
返
礼
品
な
ど

検
討
も
進
め
て
い
き
た
い
。

国
の
制
度
改
正
に
も
柔
軟
に

対
応
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫

を
重
ね
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

一

般

質

問
陽
中
学
校
で
英
語
教
育
を
実

施
し
て
い
る
。

　

就
学
前
か
ら
中
学
校
ま
で

切
れ
目
の
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報

の
対
応
と
し
て
、
地
域
防
災

計
画
を
見
直
し
た
か
と
の
調

査
で
、
本
町
も
防
災
計
画
を

見
直
す
予
定
で
あ
る
と
回
答

し
て
い
る
。
見
直
し
に
つ
い

て
は
い
つ
頃
行
う
予
定
な
の

か
。
気
象
庁
が
津
波
に
関
す

る
情
報
と
し
て
あ
ら
た
に

「
欠
測
」
を
追
加
し
た
。
こ

れ
は
沿
岸
の
観
測
点
で
何
ら

か
の
理
由
に
よ
り
、
津
波
の

観
測
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
れ
ま
で
は
沿
岸
の
観

測
点
か
ら
正
確
な
デ
ー
タ
が

届
か
な
い
情
報
は
伝
え
ら
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
の
地
域
に
は
津
波
が
来

長
江
　
範
裕 

議
員

少額ふるさと納税者への返礼品は
考えられないか

　
　

所
得
の
少
な
い
方
や
、

少
額
寄
附
を
し
た
い
方
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
額
も
限
ら

れ
て
く
る
。
だ
が
、
返
礼
品

が
よ
け
れ
ば
リ
ピ
ー
タ
ー
に

も
な
る
。
次
回
に
金
額
を
増

や
し
て
く
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。
小
さ
な
積
み
重
ね
も
多

人
数
と
な
れ
ば
大
き
な
金
額

に
な
る
。
若
い
世
代
が
納
税

し
や
す
い
よ
う
に
少
額
３
千

円
の
返
礼
品
を
作
る
考
え
は

な
い
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
は
、
ふ
る
ま
ち
ｐ
ａ
ｙ
等

の
納
税
方
法
も
あ
る
が
、
今

後
、
導
入
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
　

岩
佐
行
革
政
策
課
長

　

少
額
寄
附
に
一
定
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て

い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
運
用
に
お
い
て
、
返
礼
品

を
３
割
以
下
と
す
る
こ
と
に

加
え
て
、
配
送
料
や
決
済
手

数
料
等
を
含
め
た
費
用
を
寄

問

〈建設防災課長〉
県が想定を見直し次第、
町も見直しを行う
「欠測」についても周知
徹底する

答

見直し予定の地域防災計画・防災のしおり

〈行革政策課長〉 経費の適正管理が可能な仕組みや
デジタル返礼品などを検討していく

な
い
と
判
断
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
っ
た
。
住
民
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

奥
原
建
設
防
災
課
長

　

徳
島
県
の
被
害
想
定
の
見

直
し
が
あ
り
次
第
、
本
町
の

被
害
想
定
を
早
急
に
取
り
ま

と
め
た
い
。
そ
の
上
で
、
地

域
防
災
計
画
見
直
し
は
も
と

よ
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

答

問

津
波
防
災
計
画
、
事
前
復
興

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
「
欠
測
」
と
い
う
言
葉
は

浸
透
し
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
る
。

　

今
後
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
住
民
の
方
々

に
、
目
的
や
意
義
、
避
難
行

動
に
つ
い
て
も
周
知
し
、
徹

底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

防災計画の見直しと
「欠測」の周知を
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連
絡
協
議
会
で
の
協
議

内
容
に
つ
い
て
は
、
議
会
へ

説
明
す
る
の
か
。
ま
た
、
負

担
率
に
関
し
て
協
議
は
可
能

か
。

　
　

戎
谷
観
光
交
流
課
長　

　

負
担
に
つ
い
て
の
方
向
性

や
計
画
案
な
ど
、
議
会
へ
は

進
捗
に
合
わ
せ
て
報
告
す
る
。

　
　

令
和
８
年
度
の
基
金
残

高
見
込
み
額
は
。　

　
　

戎
谷
観
光
交
流
課
長

　

約
７
２
８
万
円
と
見
込
ん

で
い
る
。

　
　

令
和
８
年
度
に
基
金
を

積
み
立
て
し
な
け
れ
ば
、
運

営
で
き
な
く
な
る
の
で
は
。

　
　

戎
谷
観
光
交
流
課
長

　

関
係
市
町
村
、
徳
島
県
・

高
知
県
、
２
県
と
協
議
し
な

が
ら
、
阿
佐
海
岸
鉄
道
が
運

営
で
き
る
よ
う
に
、
当
初
の

覚
書
に
基
い
て
協
議
し
、
進

め
て
い
く
。

　
　

阿
佐
海
岸
鉄
道
は
、
２ 

０
２
４
年
度
決
算
で
経
常
損

失
は
約
９
６
９
４
万
円
、
２
０ 

２
５
年
度
決
算
で
８
８
１
３ 

万
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
開 

業
以
来
、
約
34
年
間
赤
字
経

営
が
続
い
て
い
る
。
今
の
負
担

割
合
状
況
は
、
主
に
徳
島
県

52・６
％
、
高
知
県
10・０
％
、

海
陽
町
26・１
％
、
東
洋
町
７・

２
％
、
奈
半
利
町
０・２
％
等

で
あ
る
。
施
設
の
高
架
橋
安

全
防
護
柵
の
サ
ビ
、
橋
脚
損

傷
が
発
生
し
た
場
合
、
運
営

費
が
増
大
す
る
。
負
担
割
合

を
早
期
に
見
直
し
協
議
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
海
陽
町
は

令
和
９
年
度
以
降
、
大
変
大

き
な
負
担
を
負
う
こ
と
に
な

る
。
今
後
の
対
応
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

戎
谷
観
光
交
流
課
長

　

今
年
度
に
協
議
の
場
を
、

県
を
通
じ
て
申
し
入
れ
て
い

く
。

　

た
だ
し
、
本
格
的
な
議
論

は
令
和
８
年
度
に
な
る
と
思

う
。

　
　

３
町
合
併
か
ら
20
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
間
、
上
水
道
料
金
等
は

統
一
料
金
に
な
っ
た
が
、
農

業
用
水
代
金
は
、
現
在
も
格

差
が
あ
る
。
海
部

川
沿
岸
土
地
改
良

区
は
、
負
担
の
多

い
農
家
は
年
約

20
万
円
、
平
均

で
一
反
当
た
り

７
６
０
０
円
を
支

払
っ
て
い
る
。
農

業
用
水
負
担
金
も

公
平
・
平
等
に
な

る
よ
う
町
が
土
地

改
良
区
等
に
補
助

で
き
な
い
か
。

　
　

三
浦
町
長

　

既
に
海
部
川
沿

岸
土
地
改
良
区
の

方
か
ら
正
式
に
要

望
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
海
陽
町
の

農
業
政
策
の
一
環 一

般

質

問

富
田
　
　
寛 

議
員

〈町長〉 令和９年度から13年度の基金の積み増しをお願いする

旧海部・海南地域の農業用水代金及び
電気利用料の補助について

〈町長〉
 農業政策の一環として幹部と協議を重ねている

答答

と
し
て
、
幹
部
と
協
議
を
重

ね
て
い
る
。

　
　

実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
、
当
初
予
算
に

予
算
計
上
で
き
な
い
か
。

　
　

三
浦
町
長

　

予
算
計
上
の
際
に
は
、
議

員
の
後
押
し
を
お
願
い
し
た

い
。

答

答 問

問

問

問

問

阿佐海岸鉄道株式会社の
町負担割合の軽減はできないか

答

問 答

海部川沿岸土地改良区（大里大坪ポンプ場）
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乃
一
産
業
振
興
課
長

　

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
発
揮
、
充
実
を
図
る
た

め
、
質
的
向
上
に
重
点
を
置

い
た
森
林
整
備
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　

林
業
に
従
事
す
る
人
た

ち
が
、
安
心
し
て
仕
事
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

な
事
案
が
あ
っ
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
大
切
な
お

金
は
、
公
金
と
同
じ
よ
う
に
扱

う
べ
き
と
考
え
る
。
本
町
で
の

預
か
り
金
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
で
、
そ
の
件
数
は
。

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

通
帳
や
現
金
に
よ
る
町
内

の
公
共
的
団
体
の
金
銭
管
理

や
、
町
の
事
務
事
業
に
付
随

す
る
利
用
者
か
ら
の
使
用

料
、
ま
た
募
金
や
会
費
の
預

か
り
な
ど
、
67
件
。

　
　

公
金
等
に
関
し
て
、
過

去
に
お
い
て
本
町
も
不
祥
事

が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
時
の

対
応
は
。

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

平
成
20
年
に
職
員
に
よ
る

町
消
防
分
団
へ
の
手
当
着
服

が
発
覚
。
再
発
防
止
の
対
応

と
し
て
、
懲
戒
処
分
の
基
準

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

乃
一
産
業
振
興
課
長

　

み
ら
い
の
担
い
手
育
成
事

業
の
活
用
は
も
と
よ
り
、
労

働
安
全
確
保
の
た
め
の
各
種

研
修
の
開
催
、
林
業
従
事
者

用
住
宅
や
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
な
ど
を
利
用
し
た
住
環
境

の
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
担
い

手
確
保
、
労
働
者
確
保
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

及
び
公
表
に
関
す
る
要
綱
を

策
定
し
、非
違
行
為
等
を
行
っ

た
場
合
の
懲
戒
処
分
の
基
準

を
、
職
員
に
対
し
見
え
る
化

を
し
た
。

　

当
時
の
不
祥
事
に
関
し
て

は
、
支
払
い
伝
票
で
の
現
金

支
払
い
に
関
わ
る
も
の
で

あ
っ
た
の
で
、
伝
票
の
複
数

人
で
の
回
覧
や
支
払
い
方
法

を
原
則
振
り
込
み
に
す
る
な

ど
の
伝
票
事
務
の
見
直
し
を

行
っ
た
。

　
　

明
確
な
規
定
を
設
け
、

透
明
性
と
公
平
性
の
あ
る
管

理
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
、

町
民
の
信
頼
回
復
や
職
員
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
今

回
の
事
案
を
教
訓
に
、
基
準

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

現
行
の
財
務
規
則
等
の
規

律
の
対
象
外
と
な
る
会
計
処

理
の
適
正
化
と
、
事
故
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

事
務
ル
ー
ル
策
定
に
向
け
て

研
究
し
て
、
再
発
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
山
づ
く
り

は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
、
多
様
な
樹
木
を
育

て
、
川
や
海
へ
と
つ
な
が
る

豊
か
な
森
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
今
後
、
人
工

林
と
し
て
手
入
れ
を
続
け
る

山
と
、
本
来
の
植
生
に
移
行

さ
せ
て
生
態
系
を
守
る
べ
き

山
に
区
分
け
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
重
視
し

て
、
整
備
を
進
め
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

　
　

今
年
６
月
、
本
町
で
職

員
に
よ
る
住
民
か
ら
集
め
た
金

銭
の
着
服
と
い
う
、
大
変
残
念

佐
川
　
富
美 

議
員

準公金について
〈総務課長〉
 事故防止を図ることを目的に

 事務ルール策定に向けて研究する

問

問

問

問

答

答

答

答

答

一

般

質

問

〈産業振興課長〉
さまざまな施策を講じることで、
担い手確保、労働者確保支援
を行っていく

森林環境譲与税について
問

林業に従事している担い手の様子
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を
伴
う
活
動
を
重
視
し
て
い

る
。

　

今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
学
び
、
自
他
を

　
　

困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法

律
、
女
性
支
援
法
が
施
行
さ

れ
て
い
る
が
、
広
く
広
報
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

北
村
長
寿
福
祉
人
権
課

長
　

こ
の
法
律
は
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
の

た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
た

め
に
、
令
和
６
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
た
。

　

本
町
で
は
、
女
性
支
援
法

の
趣
旨
に
沿
っ
た
専
門
的
な

相
談
窓
口
の
設
置
は
な
く
、

人
権
担
当
職
員
が
兼
任
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

相
談
が
あ
れ
ば
関
係
各
課

と
連
携
し
、
支
援
対
象
者
が

必
要
と
す
る
支
援
を
包
括
的

に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

小
中
学
校
で
は
児
童
生

徒
の
人
権
意
識
を
高
め
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
人
権
教

育
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　

三
浦
教
育
長

　

国
及
び
県
の
人
権
教
育
・

啓
発
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

児
童
生
徒
や
地
域
の
実
態
に

応
じ
た
人
権
教
育
年
間
指
導

計
画
を
策
定
し
、
各
学
校
で

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

特
に
、
我
が
国
固
有
の
重

大
な
人
権
課
題
で
あ
る
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
い
じ
め
や

不
登
校
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
人
権
侵
害
、
男
女
共
同

参
画
、
障
害
者
理
解
、
高
齢

者
理
解
、
多
文
化
共
生
、
多

様
な
性
の
理
解
、
災
害
と
人

権
と
い
っ
た
現
代
的
課
題
を

柱
に
、発
達
段
階
に
応
じ
て
、

各
教
科
、
道
徳
、
特
別
活
動
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
横

断
的
・
系
統
的
に
学
び
を
深

一

般

質

問

木
内
　
正
和 

議
員

〈長寿福祉人権課長〉 
 関係各課と連携し、包括的に支援していく

人権教育について
〈教育長〉
 子どもたちが安心して学び、豊かな人間関係を
築けるよう、人権教育を推進していく

め
て
い
る
。

　

授
業
で
は
知
識
の
習
得
に

と
ど
ま
ら
ず
、
話
し
合
い
活

動
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
体
験

活
動
な
ど
参
加
型
の
手
法
を

取
り
入
れ
、
主
体
的
な
学
び

と
行
動
変
容
に
つ
な
げ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
人
権
啓

答 問

問

女性支援法について

答

人権学習会（海陽中３年生）

発
ポ
ス
タ
ー
や
人
権
作
文
の

作
成
、
人
権
集
会
の
実
施
、

車
い
す
や
ア
イ
マ
ス
ク
を
用

い
た
疑
似
体
験
学
習
、
ネ
ッ

ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
情
報
モ

ラ
ル
に
関
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
（
事
例
分
析
）
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
身
近
で
実
感

尊
重
し
合
え
る
豊
か
な
人
間

関
係
を
築
け
る
よ
う
、
人
権

教
育
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
。
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確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

　

廃
油
の
回
収
場
所
を
資
源

ご
み
回
収
場
所
に
変
更
で
き

な
い
の
か
。

（
※
）Ｓ
Ａ
Ｆ
と
は
、持
続
可
能
な
航
空
燃
料

　
　

中
内
住
民
環
境
課
長

　

資
源
ご
み
回
収
場
所
は
、

町
内
に
約
１
０
０
カ
所
余
り

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
露
天
で

雨
ざ
ら
し
の
場
所
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
不
適
切
な
持
ち

込
み
が
あ
る
と
、
回
収
や
運

搬
、
そ
の
後
の
リ
サ
イ
ク
ル

工
程
に
支
障
を
来
す
恐
れ
が

あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
　

回
収
の
仕
組
み
・
関
心

を
高
め
る
周
知
方
法
は
。

問　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
多
い

航
空
機
に
、
国
内
廃
食
油
利

用
の
Ｓ
Ａ
Ｆ（
※
）
を
使
用
し
、

脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
料
の

亡
く
な
る
人
の
多
い
高
齢
者

を
、
い
か
に
守
る
か
が
大
き

な
課
題
。
肺
炎
球
菌
は
定
期

接
種
さ
れ
大
幅
に
減
少
し

た
。
し
か
し
、
全
年
齢
で
感

染
す
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、

治
療
は
対
症
療
法
の
み
で
、

予
防
接
種
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
入
院
期
間
は
長

く
、
退
院
後
も
要
ケ
ア
な
ど

影
響
が
大
き
い
。
介
護
保
険

の
総
給
付
費
は
高
額
で
、
一

人
当
た
り
の
医
療
費
も
増
加

す
る
。
リ
ス
ク
の
多
い
者
に

対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
公

費
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
　

西
宮
子
ど
も
あ
ゆ
み
保

健
課
長

　

現
在
、
国
に
お
い
て
定
期

接
種
化
の
検
討
が
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
国
や
他
の
自
治

体
の
動
向
に
つ
い
て
注
視
し

な
が
ら
、
対
応
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

中
内
住
民
環
境
課
長

　

資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

回
収
方
法
や
、
持
ち
込
み
場

所
に
つ
い
て
、
広
報
海
陽
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ふ
る
る
ん

ア
プ
リ
を
通
じ
て
周
知
を
徹

底
す
る
。

　
　

町
で
回
収
し
た
廃
油
の

引
渡
し
先
と
再
利
用
方
法
は
。

　
　

中
内
住
民
環
境
課
長

　

徳
島
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
者
と
連
携
し
、
無
料
回

収
と
な
っ
て
い
る
。回
収
後
、

高
温
加
熱
処
理
を
行
い
、
不

純
物
を
取
り
除
き
、
精
製
を

し
て
、主
に
は
家
畜
の
飼
料
、

工
業
製
品
や
燃
料
に
再
利
用

を
さ
れ
て
い
る
。

　
　

近
年
、
平
均
寿
命
が
延

び
て
い
る
が
、
健
康
寿
命
を

い
か
に
延
ば
し
て
い
く
か
が

大
事
。
全
て
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
で
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
。
８
割
に
予
防
可
能
な
基

礎
疾
患
を
有
し
て
い
る
者
へ

の
適
切
な
病
院
受
診
の
確
認

や
一
次
予
防
の
実
施
。
毎
年

健
診
が
で
き
て
い
る
の
か
。

個
別
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
は

で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

西
宮
子
ど
も
あ
ゆ
み
保

健
課
長

　

本
町
の
特
定
健
診
受
診
率

は
６
年
連
続
で
徳
島
県
で
は

一
位
。
特
定
保
健
指
導
の
実

施
率
も
、
全
国
の
町
村
の
中

で
上
位
10
自
治
体
に
入
っ
て

い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
以
外
の
加

入
者
に
つ
い
て
は
、
各
保
険

者
に
お
い
て
、
健
診
や
保
健

指
導
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
健
診
デ
ー
タ
な
ど

の
把
握
は
町
で
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

　

健
診
受
診
の
勧
奨
や
、
生

活
習
慣
病
予
防
事
業
の
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

海
陽
町
で
の
死
因
第
５

位
を
占
め
る
肺
炎
。
肺
炎
で

原
　
ひ
ろ
み 

議
員

予防医療で医療費削減を
〈子どもあゆみ保健課長〉
 健診受診、生活習慣病予防事業の
　　　　　　情報発信に取り組んでいく

問

問

問

問

答

答

答 答

答

一

般

質

問

〈住民環境課長〉 広報海陽やホームページ、
ふるるんアプリを通じて周知を徹底する

廃食油の回収促進を
問

廃油回収用ドラム缶（海部庁舎）
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・毎日シニアカーで稲作研究会の
　「朝礼」に出かけること。
・良い仲間に恵まれたこと。

元気の秘訣は？

編
集
後
記

日常生活は？

人生の思い出は？

・好き嫌いなく何でも食べること。
・ひ孫10人の顔写真入りマグカップ
　で、毎朝お茶を飲むこと。

・ビニールハウスで促成きゅうりを作り、
　優秀農家に選ばれＮＨＫの番組で放送されたこと。
・妻と一緒に早朝から夜遅くまで、がむしゃらに働いてきたこと。

自宅の庭先にて
（令和７年10月6日）

　
今
年
は
異
常
気
象
、
原
油
高
騰
、
円
安
と
い
ろ

い
ろ
な
原
因
で
物
価
が
高
騰
し
、
生
活
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。

　
節
約
を
し
て
も
な
か
な
か
追
い
つ
き
ま
せ
ん
が
、

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
乗
り
切
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
減
ら
す
等
で
食
費
の
節

約
、
省
エ
ネ
家
電
を
使
用
し
て
高
熱
水
費
を
節
約

す
る
等
、今
こ
そ
、一
人
一
人
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
を
実
践
し
、

持
続
可
能
な
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
し
、
真
剣
に

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
知
恵
も
拝
借

し
な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
た
め
に
も
、
ご
意

見
や
ご
要
望
等
を
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
長
江
）

　発見された産地の伊予（愛媛県）にちなんだ
名称。湿った原野に生育する20センチ前後の
ラン。花期は８月～１０月頃。絶滅危惧ＩＢ類。
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